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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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　本誌で 6年ぶりに「肥満」を取り上げた．その理由は 6年前に比較して肥満と消化器
疾患との関連性，さらに消化器癌発症との関連についてもますます注目されているか
らである．特集の構成としてはまず，「肥満」の基礎について論じていただいた．内容
は肥満の定義，問題点，さらに発症機序についてである．わが国において「肥満」とは
BMIが 25以上の過体重の状態で，「肥満」の上にさらにメタボリック症候群を合併す
る，あるいは内臓脂肪型肥満の場合は「肥満症」と定義している．「肥満症」の概念は欧
米にはなくわが国独自の考え方だが，より高度な健康被害を生じる可能性が大きいこ
とが示唆されている．「肥満症」に入る内臓脂肪型肥満は，皮下脂肪型と比較してさま
ざまな健康被害を生みやすく動脈硬化性疾患以外に消化器疾患の合併も多いので，肥
満のタイプにも注意を払うべきことが示唆されている．また肥満と全身性疾患との関
連では，その病態として，脂肪細胞が内分泌細胞としてレプチンやアディポネクチン
などのペプチドホルモンや TNF‒α，IL‒6などのアディポサイトカインを産生・分泌
することも示されている．これらのホルモンやサイトカインが全身にて慢性炎症を誘
発することになり，その結果，多くの臓器にて発癌性を高めていることも論じられて
いる．すなわち，肥満が全身性の慢性炎症を生じる基盤となっていることも肥満を解
消する理由となっている．次に，消化器疾患において肥満との関連性が示唆されてい
る各臓器の良・悪性疾患についても論じていただいたが，さらに注目すべきは肥満が
腸内細菌によって誘発されている可能性があることである．腸内細菌への介入が肥満
解消に向けた治療となる可能性が示唆されており，便移植も治療の一つだが，今後新
たな腸内細菌への介入が肥満治療として開発されることも夢ではないと思われる．こ
の分野は消化器医が先頭になって研究し，診療することになることを期待したい．
　以上，今回の特集ではそれぞれの分野でわが国の指導的立場にある先生方に執筆を
お願いしたところご快諾いただき，肥満学の基本から最先端の研究内容まで論じてい
ただいた．消化器医の肥満診療への参入にガイドとなる充実した特集が完成したこと
を，執筆者の先生方に衷心より御礼申し上げます．

（屋嘉比康治）
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